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大分県北部海岸の植物群落

荒　金　正　憲

vegetation Communities of the North Caost（Nakatsu，Usa，Himeshima ls.

　　　　　　　　　　　andKunisaki Peninsula）in oita Pref.

ＭａｓａｎｏｒｉＡＲＡＫＡＮＥ

　　After vegetation communities of the north coast （Nakatsu，Usa，Himeshima ls. and Kunisaki

Peninsula）were investigated in 1995， the synthesis table of the vegetation communities was made， based

on 131 materjals. As the result of the study of the table， the following plant commi!lities were confirmed.

　　la.Salt marsh commnity　　　　　　　　　　　　9

　　Th.Remains salt marsh commnity　　　　　　　6

　　II.　Sand dune and shingle beach community　10

　　ma.Coastal forest community　　　　　　　　　　4

　　mb.Remain coastal bluff community　　　　　　l

はじめに

　大分県の北部海岸(中津･宇佐,姫島及び国東半島)

は，瀬戸内海西側の周防灘に而して遠浅の海岸

が続き，その干潟や河口には中州が形成されて，

良好な塩湿地植生の生育地となる。一方，国東

半島の海岸では，海食崖や砂浜が発遠して海岸

崖地核生や砂篠浜植生が発遠した。しかし，近

年，海岸や港の整備に伴って，これらの海岸植

生は著しく撹乱され，一部は消滅し，あるいは

在来のものとは異なる植生も生じてきている。

　筆者は1995年，この地域の海岸植生を調査し

て植物社会学的研究を行った結果，組戎衣によ

り塩湿地植物群落９群落，砂倅浜植物群落10群

　
ラ
　
Ｏ

落
だ 海岸森林群落４群落を確認することができ

この地域の海岸では，これまで，中津市の海

浜植物群落(梅津:1981)や豊後高田市桂川河口の

塩湿地群落(梅津:1991)，国見町権現崎の海岸植

生(荒金･藤内:1985)などが報告されており，本

報では，それらの調査地の資料を含めて扱って

ある。

調査地

　大分県の北部海岸域の中津・宇佐海岸は，山

国川で福岡県と境界して周防灘に臨み，いくつ

かの河川は北に流れて遠浅の周防灘に注いでい

る。現在，この海岸線は概ねコンクリートで固

められた堤防となっていて，塩湿地植物群落は

河川の河口付近に僅かに残るだけとなり，堤防

の内側にクロマツ植林が散在している。豊後高

田市の桂川から国東半島の海岸となるが,桂川，

寄藻川，田笛川の河口付近が，この海岸域で最

も塩湿地植物群落が発遠している所である。
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図１．植生調査地

　ほぽ円形に広がる国東半島の海岸線は，半島

北側には突出した岬と入り江が交互に入り組み

ながら続いている。岬には崖地植生が生じ，入

り江には多くの漁港が築かれて，砂浜や塩湿地

は殆どみられない。半島の北沖合に姫島が浮か

んでいる。半島の東側は，海岸林が残存してい

る海食崖があるが，多くは砂丘となっていて砂

浜植物群落が発達しているが，その植生は，護

岸工事などで著しく撹乱されている。河川の入

り江や河口の中州では，塩湿地林のハマボウ群

落や塩湿地植物群落もみられる。

　国東半島や姫島の地質は，新生代の火山岩か

らなり，耶馬渓圈の凝灰角倅岩や山陰旧期火山

岩が広くこの地方を被い，海食崖は侵食されて

崩壊し易い。半島の東側では新生代の花肖岩が

風化して砂浜を形成している。主な植生調査地

は，図１．植生調査地に示す通りである。

調査及び整理

　〈外栗調査〉植生調査は，植生の均哲郎を選び，

階層ごとにその高さと植被率を観察し，出現す

深

観音崎下小屋
　ぐ淘

る植物について，J.Braun-Blanquet（ブラウンー

ブランケ:1971）の階級を用いて優占度と群度を

測定した。また，植生の立地環境も併せて観察

した。

　〈群落組成夫の作成〉海岸植生213調査資料から

塩湿地植生50調査地，砂諦浜植生52調査地，海

岸森林植生29調査地の計131資料を選び,優占度

の大きさや“種のあるなじを重視してそれぞ

れ植物社会組成夫を組み，夫１．大分県北部海

岸の塩湿地植物社会組成夫，夫２．大分県北部

海岸の妙諦浜植物社会組成夫，夫３．大分県北

部海岸の森林植物社会組成夫を作成した。それ

らの調査他の環境は，夫４．調査地環境一覧に

まとめてある。

　組成夫には,次の植物群落が登載されている。

Ｉ．塩湿地植物群落

　　１．シバナ群落

　　２．ホソバノハマアカザーハママツナ群集

　　３．ハマサジ群集

　　４．ナガミノオニシバ群集

　　５．フクド群集

　　６．シオクグ群集

２



　　７．ヨシ群落

　　８．ハマボウ群集

　　９．アイアシ群集

　　その他（組成表以外に）

　　　　①シチメンソウ群集，②ヒトモトスス

　　　キ群集，③セイコノョシ群落，④イソヤ

　　　マテンツキ群集，⑤コアマモ群集，⑥カ

　　　ワツルモ群集

II.砂慄浜植物群落

　　10.ハマヒルガオーオカヒジキ群集

　　11.コウボウムギ群落

　　12.コウボウシバ群落

　　13.ハマニガナービロードテンツキ群集

　　14.ハマゴウ群落

　　15.ギョウギシバ群落

　　16.チガヤ群落

　　17.ハマダイコン群落

　　18.ハマウド群集

　　19.ダンチク群落

I凪海岸森林植物群落

　　20.クロマツーチガヤ群落

　　21.クロマツーボタンボウフウ群落

　　22.ウバメガシートペラ群集

　　23.タブノキーツワブキ群落

　　その他（組成表以外に）

　　　○ツワブキーノジギク群集

大分県北部海岸の植物群落

　大分県北部海岸(中津･宇佐，姫島及び国東半島)

の植物群落は，組成夫によって区分された植生

単位を吟味し，23群集(群落)にまとめた。なお，

組成夫以外に当該海岸域にみられたいくつかの

植物群落についても，その知見を加えてある。

Ｉ．塩湿地植物群落

　１．シバナ群落　Ｔ絢μock泌αsi�icR枇 com-

　　　munity(宮脇篇:1981)，シバナ群集Triglo-

　　　chinetum　maritimae　var.asiaticae

　　　Ohba et Sugawara 1979(梅津:1981,1991)

　　シバナ群落は，汽水域の海側前轍の塩湿地

　や塩溜まりの小凹地など，かなり安定した立

　地を生育地としている。植生の高さ20cm，植

３
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被率は80～90％で，斑状にシバナ純群落をつ

くることが多い。群生地の周辺部でハママツ

ナやヨシを混生することもあるが，その優占

度は小さい。この群落馬中津川東岸，豊後

高田市の桂川河ロや埋立湿地，日出町丸尾川

河口などに分布している。

　　　シバナ群落（日出町丸尾川河口）

２．ホソバノハマアカザーハママツナ群集

　　Atriplici-Suaedetum maritimae Miy-

　　awaki et Ohba 1965（宮脇篇:1981）（伊藤

　　ほか:1981），ハママツナ亜群集（梅津:

　　1991）

　満潮時には絶えず冠水するような汽水域を

生育地とし，一年草のホソバノハマアカザと

ハママツナを優占種とする。干潮時には砂泥

質土が露出し，過湿環境にある。この地域で

のホソバノハマアカザの適合度は小さく，ハ

ママツナが極めて優勢となって純群落をつく

ることが多い。ハマサジやナガミノオニシバ

ホソバノハマアカザーハママツナ群集

　　　　　　　　　　　(豊後高田市桂川河口)
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表４． 調査地環境一覧

１
２
３
４
５
６
７
只
ｗ

０
０
０
０
０
０
０
０

0 9

1 0

1 1

1
2
1
3
1
4

Ｉ

1
5
1
6
1
7

Ｉ　
湿

1
8
1
9
2
0

　
地

植

物

群
　
　
　
落

砂
　
蹄

浜
　
植

物
　
社

ｌ
ｎ
乙

り
乙
ｎ
乙

23

24
25
26

７
ｎ
ｘ
）
０
び

り
乙
り
Ｉ
り
乙

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

ｒ
ａ
ｒ
り
７

９
り
Ｑ
ｊ
つ
り

38

39

40

54
55
56
57

5
1
5
2
5
3

Ｕ
皿
趾
昌
に
蜃
ぶ
肝
訂

4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0

5
8
5
9
6
06
1
6
2
Ｑ
り
４
ｒ
ａ
ｒ
り

ｒ
り
ａ
Ｕ
一
り
ｒ
０

会

２
５
５
７
２

8
‐
0
㈲
㈲
㈲
㈲

Ｎ
Ｋ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

肝

1
3
1
田
田
田

US.YM-01

BT.KG-02

BT.KGこ14

HJ.MO-13

HJ.MO-18

BT.KG-06

BT.YM-04

US.KK-04

KM.KB-03

BT.YM-02

HJ.MO-17

BT.KG-15

US.KK-05

BT.YM-{妬

BT.KG-}3

BT.KG-04

KM.KB-02

HJ.MO-16

NT.NT-02

US.KK｡06

BT.TB-02

BT.TB-04

KM.KB-01

NT.NT-02

US.KK-01

BT.KG-06

KM.KB-Od

HJ.MO-03

NT.NT-01

US.IR-01

BT.NS-01

BT.HS-OI

KM.KB-05

HJ.MO-09

HJ.HJ-01

US.KK-02

BT.AS-01

KT.ND-05

HJ.HE-01

KS.TK-01

KS.TK｡02

Hj.HK-02

US.YM-02

BT.YM-05

BT.TB-01
-
HS.SG-13

KS.KT-01

AK.YT-07

KT.TD-03

HJ.IH-01

KM.MIMI

HS.SG-20

KS.KT-01

MS.HI-01

AK.YT-02

KT.ND-01

KT.TD-01

HJJH-03

KS.SH｡04

KT.ND-03

KM.US一価

調　査 地

豊後高田市桂川河口東岸

日出町丸尾川河口南岸

ロ出町丸尾川河口南岸

日出町丸尾川河口南岸

宇佐市寄藻川河口西岸

豊後高田市桂川河口東岸

豊後高田市桂川河口中州

日出町丸尾川河口南岸

日出町丸尾川河口南岸

豊後高田市桂川河口中州

豊後高田市寄藻川河口南岸

宇佐市黒川河口西岸

国見町岐部海岸川岸

豊後高田市寄藻川河口南岸

日出町丸尾川河口南岸

豊後高田市桂川河口中州

宇佐市黒川河口西岸

豊後高田市寄藻川河□南岸

豊後高田市桂川河ロ中州

豊後高田市桂川河口東岸

国見町岐部海岸川岸

日出町丸尾川河口南岸

中津市中津川西岸

宇佐市黒川河口西岸

豊後高田市田笛川東岸

豊後高田市田笛川西岸

国見町岐部海岸川岸

中津市中津川西岸

宇佐市黒川河口西岸

豊後高田市桂川河口東岸

国見町岐部海岸川岸

日出町丸尾川河口南岸

中津市中津川東岸

宇佐市伊呂波川河ロ束岸

豊後高田市西新町

豊後高田市広瀬川河目

国見町岐部海岸川岸

日出町丸尾川河口南岸

日出町目出川河□

宇佐市黒川西岸

豊後高田市赤坂川河口

杵築市奈多海岸川岸

日出町深江入り江

国東町富来浦入り江

国東町富来浦入り江

日出町東小深江入り江

宇佐市寄藻川河口西岸

豊後高田市寄藻川河□南岸

豊後高田市田笛川西岸

姫島村下小屋海岸

国東町黒津崎北海岸

安岐町横谷海岸

杵築市年田海岸

日出町糸ケ浜海岸

国見町向田海岸

姫島村下小屋海岸

国東町黒津崎南海岸

武蔵町古市海岸

安岐町横谷海岸

杵築市奈多海岸

杵築市年田海岸

日出町糸ケ浜海岸

国東町重藤海岸

杵築市奈多海岸

国見町内迫海岸

　　㈲）
海抜高度

　　２

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

　　２

　　２

　　０

　　０

　　０

　　０

　　１

　　１
１
１

１

０

１

１

１

－
１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１
１
１
１

　　地形等

堤防内湿地
砂泥塩湿地

砂泥塩湿地
砂泥塩湿地
砂泥塩湿地
砂泥塩湿地

砂泥塩湿地
砂泥塩湿地
砂泥塩湿地

砂泥塩湿地
砂泥塩湿地
砂泥塩湿地

砂泥塩湿地
砂泥塩湿地
砂倅塩湿地

砂疎塩湿地
砂泥塩湿地
砂倅塩湿地

砂泥塩湿地
砂泥塩湿地
砂泥塩湿地
砂疎塩湿地

砂疎塩湿地
砂泥塩湿地
砂疎塩湿地

砂疎塩湿地
砂俸塩湿地

砂慄塩湿地
砂泥塩湿地
砂泥塩湿地
砂泥塩湿地

砂疎塩湿地
砂泥塩湿地
砂疎塩湿地

砂慄塩湿地
堤防内湿地
堤防内湿地
砂泥塩湿地

砂泥塩湿地
砂泥塩湿地
砂泥塩湿地

河川湿地
砂泥塩湿地

泥塩湿地
泥塩湿地
泥塩湿地
泥塩湿地

砂泥塩湿地
砂泥塩湿地

砂丘前線斜面
砂丘前線斜面

砂浜前線斜面
砂浜前線斜面

砂丘上辺斜面
砂丘上辺斜面
砂丘上辺斜面

砂丘上辺斜面
砂丘上辺斜面
砂丘上辺
砂浜上辺

砂浜上辺斜面
砂丘上辺

砂丘上辺
砂浜上辺

８

傾斜方向

Ｅ

Ｎ６０Ｅ

Ｎ７０Ｅ

Ｓ７０Ｅ

Ｎ４０Ｅ

Ｓ１０Ｗ

S70E

S70E

Ｓ６０Ｅ

Ｎ１０Ｅ

Ｎ３０Ｅ

Ｎ

Ｎ４０Ｅ

N10E
N20XV
N30XV

S20E
S30E
S60E

S701V
N10E
S60E

S40XV
S60W

N20E
N
N20W
S30E

N20W
N10W
N60XV

S30E

N

N50E

S50W

N201V

N20E

S40E

N80E

S201V

N10E

S50XV

N60E

N20W

S40W

-
N50W

E

N70E

S20E

E

N70E

N20へＶ

Ｓ５０Ｅ

Ｅ

Ｎ

Ｓ７０Ｅ

Ｓ１０Ｅ

Ｓ６０Ｅ

Ｓ８０Ｅ

Ｓ６０Ｅ

Ｓ６０ＸＶ

　Ｃ　）
傾斜角度
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３
３
２
ｎ
乙

５

ｎ
乙
り
乙
り
乙
り
ｊ
ｒ
ａ

　
　
　
２
　
　
２
５
２
５
２
２
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３
３
２
　
Ｑ
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乙
り
乙
一
９
り
ｎ
乙
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
り
ａ
一
　
一
　
一
　
一
り
一
一

　
　
　
〇
　
　
〇
３
０
３
０
０
　
０
２
２
０
　
９
一

２
２
　
３
２
２
５
２
５
３
３
２
３
９
Ｊ

　
　
一
り
Ｊ
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
’
一

〇
〇
　
２
０
０
３
０
３
２
２
０
２
ｎ
乙

３
２
　
　
３
５
　
５
２
５
２
２
　
２
２
Ｑ
り

　
一
　
一
９
Ｊ
Ｑ
り
一
　
一
ｎ
乙
一
　
一
　
一
　
一
　
一
９
Ｊ
一
　
一
　
一

２
０
　
　
２
３
　
３
０
３
０
０
　
０
０
り
乙

　　＊
日当り

陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽

陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽
陽

　＊＊
風当り

強
強
強
強
強
強
中
強
強
強
中
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
中
中
強
強
強
強
強
強

強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強
強

＊＊＊
上座

屋
屋
湿
湿
湿
屋
漏
屋
優
渥
屋
　
湿
　
　
　
屋
　
　
屋
屋
　
日
虹
　
　
湿
　
漫
漫
湿
屋
　
湿
屋
屋
屋
屋
屋
湿
屋
屋
屋
屋
屋
屋
　
　
　
屋
屋

過
過
過
過
過
過
過
過
過
過
過
屋
過
屋
屋
屋
過
屋
湿
過
過
屋
丿
屋
湿
、
Ｊ
Ｑ
屋
過
過
過
過
屋
過
過
過
過
過
過
過
過
過
過
過
過
過
湿
湿
屋
作
作

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
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番号 調査地番号 調　査　地 　(ｍ)海抜高度
地形等 傾斜方向 　（゜）

傾斜角度 　　＊日当り 　＊＊風当り
＊＊＊
土湿

妙

諦

浜

植

物

群

落

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

HS.SG-21

KS.KU-03

KS.KK-02

KT.ND-04

HJ.IH-02

KM.MDｲ氾

KS.TI-02

KS.SH-02

MS.RJ-03

MS.HI-03

US.WM順

KM.SD-01

HS.SG-12

HS.MS-26

KS.TI-02

AK.KG-02

KT.ND,02

KM.MD刊

HS.SG-18

KS.KU-02

KS.KK-01

KS.SH刊

MS.HI-02

AK.KG一〇3

HS.SG-24

KM.GG-06

KM.GG-07

HS,SG-15

HS.SyZ3

KS.NH頑

KM.GG-3b

KM.GG-2b

HJ.MO-10

田.HK刊

HS.SG-16

HS.SG-25

姫島村下小屋海岸

国東町来浦海岸

国東町堅来海岸

杵築市奈多海岸

目出町糸ケ浜海岸

国見町向田海岸

国東町綱井海岸

国東町重藤海岸

武蔵町龍神海岸

武蔵町古市

宇佐市和間海浜公園海岸

国見町島田海岸

姫島村下小屋海岸

姫島村両瀬海岸

国東町綱井海岸

安岐町黒川原海岸

杵築市奈多海岸

国見町向田海岸

姫島村下小屋海岸

国東町来浦海岸

国束町堅来海岸

国束町重藤海岸

武蔵町古市海岸

安岐町黒川原海岸

姫島村下小屋海岸

国見町権現崎東岸

国見町権現崎東岸

姫島村下小屋海岸

姫島村下小屋海岸

国東町長浜海岸

国見町権現崎北端

国見町権現崎北端

目出町丸尾川河口南岸

目出町東小深江海岸

姫島村下小屋海岸

姫島村下小屋海岸

砂浜上
砂丘背

砂浜上
砂丘背
砂浜上
砂丘前

砂丘背
砂丘背
砂丘上

砂丘上
砂浜上

砂丘上
砂丘上
砂丘上

砂丘上
砂丘上
砂丘上
砂丘上

砂丘斜
砂丘斜
砂丘上

砂丘上
砂丘背

砂丘背
砂丘背
磯浜前

磯浜前
砂丘背
砂丘上

倅浜上
慄浜上
篠浜上

疎浜上
篠浜上
砂丘背
砂丘背

亙斜面

灸地

亙斜面

灸地

亙

泉斜面

灸地

灸地

亙

亙

亙

亙

万

万

Z2

Z2斜面

Z2

Z2

厨

回

亙

亙斜面

灸地

灸地斜面

灸地

泉

奈

灸地低地

亙

亙

亙

亙

亙

亙

灸地

灸地

N30XV

N80E

S20べV

S80E

S40E

N70E

S20E

N20W

E

N80W

N10E

S601V

N50XV

S60E

S40E

S60E

N70E

S70べV

N50E

S701V

S60E
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　をしばしば混生する。梅津(1991)は，豊後高

　田市の桂川河口のこの群落を，ハマサジ群集

　のハママツナ亜群集として扱っている。桂川

　河口に群生地があり，隣接する田笹川や寄藻

　川，日出町の丸尾川河口に分布している。こ

　の群集は，豊後水道域の海岸からも報告され

　ている(荒金・藤内:1985)。

　3.ハマサジ群集　Limonietum　tetragoni

　　　Miyawaki et ohba 1969 (宮脇編:1981)

　　　　(伊藤ほか:1981)(梅津:1991)

　　この群集は，小潮時の満潮線付近の疎浜を

　生育地とする。ハマサジを標徴種とするが，

　敏枝率は比較的小さくて30～40％，ハママツ

　ナ群集，ナガミノオニシバ群集，フクド群集

　に接し，それらの優占種を混生する。ハマサ

　ジもしばしば他の植生に越境する。宇佐市黒

　川西岸，寄藻川東岸，豊後高田市の田笹川東

　岸・桂川河口，国見町岐部海岸，日出町丸尾

　川河口などに分布している。

　４．ナガミノオニシバ群集　Zoysietumsinicae

　　　nipponicae Miyawaki et ohba 1969 (宮

　　　脇編:1981)(伊藤ほか:1981)，ナガミノオニ

　　　シバ亜群集(梅津:1991)

　　この群集は，河口にできた中州などで，大

　湖心には冠水するような最上郡を生育地とす

　る。多年生草本群落で著しく地下茎を引く。

　植生の高さ10～20cm，敏枝率は80～100％で，

　中州の小丘に純群落をつくる。混生する植物

　は少なく，その優占度，群度も小さい。梅津

　　(1991)は，桂川河口のこの群落を，ハマサジ

　群集のナガミノオニシバ亜群集として扱って

ナガミノオニシバ群集（日出町丸尾㈲可口）
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いる。宇佐市伊呂波川・黒川河口・寄藻川河

口，豊後高田市田笛川河口・桂川河口，国見

町岐部海岸，日出町丸尾川河口にはナガミノ

オニシバ群集の典型群落が広く発達してい

る。蒲江町深島では潮の飛沫を受ける岩場に

群生地がみられる（荒金・真柴:1994）。

5.フクド群集　Artemisietum fukudo Mi-

　　yawaki et Ohba 1969（宮脇編:1981）

　塩湿地の上位部の砂疎地に発達する群集

で，キク科ヨモギ属の二年草のフクド（ハマョ

モギ）を標微種とする。塩湿地の上位部を立地

とするため，生育地には海の漂流物の堆積が

多い。植生の高さ40～80cm，機械率60～80％

下層にハマサジ，ナガミノオニシバなどを混

生する。フクド群集の典型群集としては，中

津川河口，宇佐市黒川河口，豊後高田市の田

笛川岸，国見町岐部海岸などでみられる。フ

クドは，各地の海岸でしばしば他の群落に混

生し，この海岸域での，塩湿地植物群落の常

在種となっている。

６．シオクグ群集　Caricetum scabrifoliae

　　Miyawaki et Ohba 1969（宮脇編:1981）

　　　（伊藤ほか:1981）

　この群集は，河口付近や入り江などの最前

線の塩湿地に発達する。シオクグ１種で純群

落をつくることが多く，植生の高さ40～50cm，

植械率80％で，地下部は常時海水に浸り，地

下茎を長く引いて，水位の変化に対しての抵

抗性が強い。しばしばヨシと結びついてヨ

シーシオクグ群落（組成表番号34～40）をつく

る。シオクグ群集は，中津川東岸，宇佐市黒

川河口，豊後高田市桂川河ロ東岸，日出町丸

尾川河口・日出川などに分布している。

７．ヨシ群落　Phy昭ｍ汝s皿s抒�iscommu-

　　nity（宮脇編:1981），（荒金・真柴:1994）

　ヨシを優占種とする植生は，河川の河口や

入り江，さらに河川下流域の河川敷などに発

達している。ヨシを優占種とし,草丈1.3～1.8

m，敏枝率は90％で，その密度は大きい。シ

オクグと結びついて階層構造をなすことがあ

る。シロバナサクラクデ，セイタカアワダチ

ソウなどを伴うことがあるが，それらの優占



度・群度は小さい。ョシ群落は，内陸部の水

湿地でコウキヤガラやヒメガマなどを伴う湿

地群落と接することがある。中津川から宇佐

市，豊後高田市，国東半島一帯，日出町の河

口付近に広く分布している。県内各地の河川

河口でみられる。

８ンハマボウ群集　Hibiscetum　hamabo

　　Nakanishに980（宮脇編:1981）

　海岸の入り江や流れの緩やかな河川に発達

するハマボウを優占種とする落葉低木林。ハ

マボウ（アオイ科）は塩湿地に根を下ろして生

育し，ョシやハマサジ，フクドなどを伴う。

植生の高さ1～2.5m，植被率は20～40％，草

本層高さ0.5～1m，植被率50～90％。この海

岸では，国東町の富来浦の入り江に40樹ほど

のハマボウが群生し，杵築市奈多海岸の川岸

に１樹，日出町東小深江の入り江に13樹（川

EEI: 1993）と幼樹数株が生育している。ハマボ

ウ群集は，暖地の塩湿地植物群落で，県南の

豊後水道域に散在し，臼杵市熊崎川河口や深

江の入り江（荒金:1990），蒲江町他の浦（小田･

生野:1994）から報告されている。

　　　　ハマボウ群集（国東町富来浦）

９．アイアシ群集　Phaceluretum　latifolii

　　Miyawaki et ohba 1972 （宮脇編:1981）

　　　（伊藤ほか:1981）

　この群集は，大潮に浸水するような塩湿地

の最上部を立地とし，土地的にはかなり安定

した河岸上辺に発達する。アイアシを群集標

徴種とし，砂浜群落のチガヤ，塩湿地群落の

標徴種ョシ，ハマサジ，フクドなどを混生す
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る。植生の高さ1.2～1.5m，植被率80％以上。

寄藻川河口の河岸，田笛川の河岸，杵築市奈

多海岸の河岸，日出町東小深江の入り江など

に分布している。香々地町新波止にも群生地

があったが，公園整備で消滅してしまってい

た。

その他の群落

①シチメンソウ群集　Suaedetum japonicae

　Miyawaki et ohba 1969 （宮脇編:1981）（梅

　津:1981，1991）

　シチメンソウ群集は，海域や河口水域を立

地とし，しばしばハママツナやヒロハハママ

ツナ，フクドなどが混生する典型的な一年草

塩湿地群落である。 1974年，須崎（1975）が調

査した周防灘や国東半島海岸（北九州小倉区吉

田から大分県杵築市八坂川まで）でのシチメンソ

ウの生育地は,大分県側で宇佐市佐々礼海岸，

宇佐市寄藻川河口，豊後高田市田笛川・桂川

河□，真玉町赤坂があげられている。筆者も

1975年頃，寄藻川河口付近の塩田跡地でシチ

メンソウの群生地を確認している。そこには，

ヒロハハママツナも混生していた。その後，

塩田跡地は埋め立てられ，海岸整備事業等で

生育地の殆どが消滅したが，梅津（1991）は，

豊後高田市桂川河口の砂州上に１株が生育し

ていたと報告している。今回の調査では，そ

の中州のシチメンソウの生育は，未だ確認で

きていない。

②ヒトモトススキ群集　Cladietum　chinen。

　sis Ohba et Sugawra 1980（大場゜菅原:1980）

　この群集は，海岸付近で湧水のある水湿地

や雨水の滞留する湿地，崖地を生育地とし，

ヒトモトススキ１種が標徴種となる。伴う植

物はみられない。杵築市行安の海岸背後地の

御地には，大規模なヒトモトススキ群集が発

達しており，植生の高さ２～３ｍ，植被率100

％，周辺部には，ヨシ群落やヒメガマ群落が

みられる。安岐町横谷海岸，杵築市奈多海岸，

日出町牧ノ内海岸・ハ代海岸及び別府市の温

水地などに小規模な群生地が散在している。

③セイコノヨシ群落　Pkyαgmnes　kayJ砥

　community（宮脇編:1981）
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　　セイコノヨシ群落は，川岸や砂丘背後地の

　湿地などを立地とするが，本県ではその群生

　地は少ない。たまたま，安岐町黒川原海岸背

　後地でセイコノヨシ群落を観察した。群落の

　高さは2.5～3m，植被率90％で純群落をな

　し，セイタカアワダチソウ，ヤブジラミ，ス

　ギナなどを混生するが，それらの優占度は小

　さい。

　④イソヤマテンツキ群集　Fimbristylidetum

　　ferrugineae Ohba 1970 （宮脇編:1981）

　　この群集は，潮の飛沫を受ける磯浜や断崖

　下辺の岩場に発達し，豊後水道域の海岸植生

　を特徴づけるものであるが（荒金・藤内:1085）

　　（荒金・真柴:1994），国東半島の海岸での生育

　は極めて貧弱で，日出町東小深江海岸，杵築

　市行安海岸の岩場に小規模な群生地をみるだ

　けである。

　⑤コアマモ群集　Zosteretum nanae Harm-

　　sen 1936（宮脇編b : 1983）

　　海中の浅い砂地や岩場に群生するコアマモ

　群集は，干潮時には水面から露呈することが

　ある。日出町糸ケ浜海岸の岸辺から50～80m

　の海域に群生地があったが，海浜の歩道構築

　工事などの影響を受けたものか，海岸の様子

　が変わり，その生育は確認できていない。

　⑥カワツルモ群集　Ruppietum　rostellatae

　　ohba et Sugawara 1977（宮脇編b : 1983）

　　海岸近くで塩水が流入するような水溜まり

　に生育する水中植物群落で，今回，豊後高田

　市桂の広瀬川の堤防内水溝で群生地を確認す

　ることができた。かつては宇佐市乙女新田，

　国東町来浦浜に同様な水溜まりに群生地があ

　って，その標本が得られている（大分県植物語刊

　行会:1989）。

II.砂篠浜植物群落

　10.ハマヒルガオーオカヒジキ群集　Calys･

　　　tegio soldanellae-Salsoletum komaro-

　　　vii ohba,Miyawaki et TX. 1973（宮脇

　　　編:1981）（伊藤ほか:1981）（荒金・真柴:

　　　1994），ツルナ群落（荒金・藤内:1985）

　　海岸砂浜の最前線を生育地とする群落で，

　海から打ち上げられたゴミや海藻などが堆積

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－12

している。オカヒジキ，ツルナなどの一年草

植物が優占種となり，植生の高さは20cm，金

槌械率は20～40％。オカヒジキが優占種とな

ることが多いが，ツルナの優勢な群落もみら

れる。この地域のものは，ハマヒルガオを欠

くが，ハマヒルガオーオカヒジキ群集と同質

なものである。なお，この一帯の海岸では冬

季低温のため定着して繁殖することが難しい

ハマナタマメの幼苗が出現している。この群

集は，宇佐市和間海岸，姫高下小屋海岸，国

東半島海岸各地の砂丘や砂浜に分布している。

11.コウボウムギ群落　Caya　hbomMポ

　　community(荒金:1994)(荒金･真柴:1994)

　海岸砂丘の上辺斜面や上辺平地，あるいは

多少の凹凸のある砂丘上の砂浜に広く群生す

る群落で，草本第一層はコマツョイグサが優

占種で高さ30～50cm，機械率10％，草本第二

層はコウボウムギが優占種となり，高さ

10～20cm，50～80％を械う。この海岸域では，

海岸整備事業で海岸植生が大きく撹乱されて

おり，これまで記録(大分県植物語刊行会:1989)

にあるハマグルマは消滅してしまったもの

か，いずれの調査地も出現していなく，コマ

ツョイグサ，ネズミホソムギなどの帰化植物

の優占度や常在度が大きい。そのためハマグ

ルマーコウボウムギ群集Wedelio －Carec-

etum kobomugi Ohba， Miyawaki et TX.

1973(宮脇編:1981)とは別にしてコウボウムギ

群落Cαyexhbom場ｊcommunityとした。

この群落には，ケカモノハシやオニシバが局

地的に発達し，その優勢な植生もみられる。

コウボウムギ群落（武蔵町古市海岸）



これらは，ハマグルマーケカモノハシ群集

Wedelio－lschaemetum　anthephoroidis

Ohba，Miyawaki et TX. 1973，ハマグル

マーオニシバ群集Wedelio-Zoysietum ma-

crostachyae　ohba，Miyawaki　et　TX.

1973（宮脇編:1981）と近縁な群落と考えられ

るごまた，中国山東半島東部海岸に発達する

コウボウムギ群落（荒金:1994）も，ハマグルマ

を欠き，ケカモノハシ，ハマニガナの適合度

が大きく，この海岸域のコウボウムギ群落の

組成に類似している。

　県北海岸に発達するコウボウムギ群落は，

砂丘がよく発達している国東半島東海岸や姫

島下小屋海岸に広く分布している。

12.コウボウシバ群落　Cα粍x卸ｍ訟com-

　　munity（荒金・真柴:1994）

　篠浜海岸や砂丘背後地で疎の多い所には，

コウボウシバを優占種とする群落がみられ

る。この群落は，人の踏みつけに対する抵抗

性が強い。草本第一層には，コマツョイグサ

などの帰化植物が優勢で，春季には，ハマダ

イコンがしばしば優占種となる。草本第二層

にコウボウシバが優占種となり，高さ10～20

cm，植被率80～90％で密度が高く，ハマヒル

ガオやハマエンドウの適合度が大きく，コウ

ボウシバに代って，ハマヒルガオ群落ｏ徊-

taia soldancdcommunityとなることがあ

る。姫島の下小屋海岸や国東半島東部や豊後

水道域の各地の砂喋浜でみられる。

13.ハマニガナービロードテンツキ群集

　　lxerido －Fimbristylidetum　sericeae

　　Ohba，Miyawaki et TX. 1973（宮脇編:

　　1981）

　砂丘の上辺から背後地にかけて，砂丘が侵

食されて多少の凹凸があるような立地を生育

地とする。コウボウムギの優占度が小さくな

り，ビロードテンツキが優占種となる。高さ

10cm，植被率20～50％で，群落には砂地の禄

地が多い。ハマニガナの適合度が高く，ハタ

ガヤ，マンテマなどが出現する。

　この群落は，国東半島東海岸の砂丘を特徴

づけるもので，国見町島田海岸・向田海岸，
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ハマニガナービロードテンツキ群集

　　　　　　　　　　　　(国東町重藤海岸)

国東町綱井海岸･重藤海岸，武蔵町龍神海岸･

古市海岸に集中して分布している。

14.ハマゴウ群落　vitex yohmd面面com-

　　munity（荒金:1994）

　ハマゴウ群落は，砂丘の上辺鄙や背後他の

疎浜に発達する楼生低木林で，低木層の優占

種はハマゴウ，高さ10～80cm，植被率10～90

％で植被率のばらつきが大きい｡草本層には，

チガヤを欠くことが多く，その適合度は小さ

い。むしろ，ハマゴウとチガヤが優占種とな

る植生は，概ね離れて発達する傾向にある。

中国の山東半島東部海岸でも，その傾向が観

察された（荒金：1994）。

　したがって，チガヤーハマゴウ群集

lmperato　cylindrecae －viticetum　rotun-

difoliaeOhba， Miyawaki et TX. 1973（宮脇

編:1981）とは別に，ハマゴウ群落として扱っ

た。この一帯の海岸では，中津川河口，宇佐

市和問海岸，国見町島田海岸，姫島村下小屋

ハマゴウ群落（国東町羽田海岸）
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　海岸一両瀬海岸，国東町長浜海岸・黒津崎海

　岸一調井海岸，安岐町黒川原海岸，杵築市奈

　多海岸などに分布している。

　15.ギョウギシバ群落　Ｑｓ幽71　幽暗/回

　　　community(宮脇編:1981)，(荒金:1994)(荒

　　　金・藤内:1985)(荒金・真柴:1994)

　　海岸砂浜背後地で砂の移動がなく，人や車

　などによる踏みつけの強い立地にみられる群

　落。草本第二層がギョウギシ公が優占種とな

　り，高さ10cm，植被率60～80％。チガヤの常

　在度が高い。ギョウギシバ群落は，踏みつけ

　の強い学校の校庭などにも出現する。

　16.チガヤ群落　7問りgg&2り必�汝αvar.

　　　加ａ緬j community (荒金:1994)

　　砂浜の上辺から背後地一帯にチガヤが優占

　種となる群落が発達している。チガヤを含む

　草本第一層は,高さ40～60cm,植被率は60～80

　％で，カモジグサ，セイタカアワダチソウな

　どの人類文化要素の植物が構成種となってい

　る。この群落にはクロマツが植栽されること

　が多い。姫島や国東半島東部海岸の砂浜に広

　く分布している。

　17.ハマダイコン群落　az踊as　s,2だas

　　　var.&ﾌ池りz治f.忿φ一斑slg1&?s com-

　　　munity(荒金･藤内:1985)，ハマダイコン

　　　群集Raphanetum　raphanistroidis

　　　Murakamon Miyawaki 1982 (荒金・真

　　　柴:1994)(宮脇編a : 1983)

　　榛の多い海岸背後地で，春季にハマダイコ

　ンが優占種となる群落。しばしば海岸に沿っ

　て帯状に群生し，海岸崖地樹林のマサキやハ

　ゼノキ，オニヤプソテツ，ツワプキを伴い，

　人類文化地要素のョモギ，セイタカアワダチ

　ソウなどが加わる。この群落は，姫島の砂丘

　背後地や国東半島の海食崖の崖下の磯浜でみ

　られる。

　18.ハマウド群集　Angelicetum japonicae

　　　ohba et Sugawara 1979(伊藤ほか:1981)，

　　　ハマウド群落(荒金・藤内:1992)

　　海食崖の崖下に発達する探浜群落で，打ち

　寄せられたゴミや海藻などが堆積し，崖地樹

　林のトベラやマサキ，ツワプキなどが混生す

　る。ハマウドは冬季から新葉を広げ，６月頃

　には花茎を伸ばして開花する。夏季には地上

　部は枯死し，季節による優占度・群度に著し

　い違いがみられる。群落の高さ1.2～1.5m，

　植抜率30～60％。下層にツルナ，ギシギシ，

　ハマダイコンなどが生育する。国東半島の各

　他の崖下でみられる。

　19.ダンチク群落　Ａｎｍ面do祖以 commu-

　　　nity（荒金･藤内:1985）（荒金･真柴:1994）

　　海岸砂丘の背接地での湿った喋浜に発達す

　る多年生の大型イネ科植物群落。

　　姫島の観察地では，亜高木層はクロマツが

　優占種で，高さ５～７ｍ，植抜糸30～40％，

　ダンチクは低木屑の優占種となり，高さ２

　～４ｍ，植抜糸郎～90％で密生し，マサキや

　トペラなどが混生するが優占度は小さい。草

　本屑はョモギなどを生じるが極めて微弱であ

　る。ダンチク群落は，豊後水道域の海岸では

　よく発達しているが，この海岸域では稀であ

　る。姫島村下小屋海岸で観察された。

III.海岸森林群落

　20.クロマツーチガヤ群落<海岸砂丘のクロ

　　　マツ林〉Pimt穴旨mbc瑶ii-lm佃mt(lcy

　　　/細必衰yz var. ko四毎ii community

　　海岸砂丘や砂丘の背後地に防風保安林など

　として植林されたクロマツ群落。立地は海岸

　砂丘で,幅50～100mの帯状に海岸線にそって

　樹林がつくられていることが多い。古くから

　植えられて高木層を呈する林や，植林されて

　10～20年の亜高木屑を構成する林，４～５年

　ほど経緯し密植された低木杯もある。この群

　落の区分種はクロマツ，チガヤ，ョモギで，

　砂丘や背後地に発達するチガヤ群落に植林さ

　れる場合が多い。中津市の大新田海岸（梅津:

　1981），宇佐市の浜高家海岸・和間海岸，真玉

　町小林海岸，香々地町長崎鼻･島田海岸ほか，

　国見町伊美海岸・向田海岸ほか，国東町の北

　江・黒津崎・綱井・重藤海岸，武蔵町竜神・

　古市海岸，杵築市奈多海岸一帯・住吉浜など

　のクロマツ林があげられる。高木層のクロマ

　ツ林は，その林内を墓地や海水浴場，公園や

　遊園地として利用し,人為が強く及んでいる。
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21.クロマツーボタンボウフウ群落<海岸崖

　　他のクロマツ林〉　Pimts　thmlbびgii-

　　Pac�皿Rmj仰o雨四ｍ community

　前群落に対して，主として海食崖や風衝地

を立地とした自然要素の強いクロマツ群落。

自生種とみなされるクロマツを高木屑・亜高

木屑の優占極とし，低木層はハマヒサカキが

優占種となり，高さ１～３ｍ，植被率20～60

％で，トペラ，アカメガシワなどを伴ってい

る。草木屑には海岸崖地植生を特徴づけるボ

タンボウフウ，ハマナデシコ，ハマボッス，

ハマアオスゲ，クサスギカズラ，ハマゼリ，

オニヤブソテツなどを伴う。これらは，群落

の区分極となっている。この群落は，真玉町

尾鷲海岸・粟嶋神社，香々地町長崎鼻，姫島

村観音崎などで調査されている。

　なお，海岸砂丘のクロマツーチガヤ群落と

海岸崖地のクロマツーボタンボウフウ群落と

は，アキグミ，テリハノイバラ，ススキの３

種が共通種となってまとめられている。

クロマツーボタンボウフウ群落

　　　　　　　　　　　　(姫島村観音崎)

22.ウバメガシートベラ群集　Pittosporeto-

　　Quercetum phillyraeoidetis Suz.-Tok.

　　1951（鈴木･蝉脱:1951）（宮脇編:1981，1983）

　大分県のウバメガシ群落は，豊後水道域の

佐賀関半島から蒲江町の北側までの，乾燥し

た海岸断崖を特微づけるウバメガシートベラ

群集（鈴木･蜂屋:1951）で，ウバメガシを優占

種とする亜高木常緑樹林である。

　佐賀関半島から北西側の別府湾岸や国東半

島の海岸では，ウバメガシ林の生育地は極め
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ウバメガシートペラ群集

　　　　　　　(杵築市美濃崎)

て限られていて，杵築市美濃崎海岸にその一

林をみるだけである。美濃崎海岸のウバメガ

シ林は，コジイを高本暦の優占種とし，高さ

14m，植被率10％，亜高本暦の優占種はウバ

メガシで，高さ10mで80％を被っている。低

木層はハマヒサカキ，草木屑はオニヤブソテ

ツをそれぞれ優占種とする。　トペラ，ツワブ

キを含んでおり，組成の上からは，ウバメガ

シートペラ群集の一林分と考えられる。調査

区内には５樹が崖地に生育しており，その胸

高幹囲は，（243cm,56cmバ143cm,28cm）（78cm，

70cm，50cm），105cm，75cmである。（　）は，

株分かれした枝の大きさ。

23.タブノキーツワブキ群落　Peysea thmlb

　　鴎嶮一Fa涵g伍mj小面ａｍ community

　国東半島の海岸断崖上には，タブノキやモ

チノキを高木層の優占種とする常緑広葉樹林

が残されている。アカマツがこれに代って優

占種となることもある。高木屑の高さ12～18

m，植被率は70～90％を被う。亜高木屑の優

占種はヤブツバキ,低木屑の優占種はマサキ，

草木屑はツワブキやノシランが優占種とな

る。これらの優占種とクロガネモチ，シロダ

モ，カクレミノ，ノシランが群落の区分種と

なっている。さらに，この群落と前出のウバ
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　メガシートベラ群集は，ヤブニッケイ，ヒメ

　ュズリハ，ヤブッバキなど６種で，この海岸

　域の海岸森林常在種としてまとまっている。

　　タブノキーツワブキ群落は，鹿児島海岸や

　日豊海岸から報告されているアコウータブノ

　キ群落Ras s司)e辿ａvar･ﾉ顛凹俵z一片回心

　th筒bbe塚iicommunityや，ムサシアブミー

　タブ群集Arisaemato　rengentis －Per

　secetum thunbergii Miyawaki at al. 1972(宮

　脇編:1981)と近縁な群落である。

　　この群落はさらに，前出のクロマツーボタ

　ンボウフウ群落と，ツワブキ，オニヤブソテ

　ツ，キヅタ３種の海岸崖地常在種によって海

　岸崖地群落にまとめられる。

その他の群落

　○ツワブキーノジギク群集　Farfugio －Chry －

　santhemetum　japonensis　H.　Nakanishi

　1980(Nakanishi:1980)

　　大分県を含む瀬戸内海岸に分布するツワブ

　キーノジギク群集は，国東半島や姫島などに

　分布するが，豊後水道域海岸からも報告され

　ている(荒金・藤内:1985)。この群集は，今回

　の調査ではクロマツーボタンボウフウ群落

　　(調査地番号-MT･KB01)に含まれていて，別に

　まとめられる調査資料は得られていない。

　　　　　　　　　　文　　献

荒金正憲：植物　臼杵市史（上）臼杵市　76－111

　1990

荒金正憲：中国山東半島東部の海岸植生とフロラ

　別府大学短期大学部紀要　13　1 －20　1994

荒金正憲・藤内広三：国見町権現崎の植生とフロラ

　権現崎地域自然環境調査報告書　大分県　1 －26

　1992

荒金正憲・藤内広三：日豊海岸断崖地及び砂丘の植

　生　日豊海岸国定公園学術調査報告書　大分県

　93－101　1985

荒金正憲・真柴茂彦：蒲江町深島・屋形島・名護屋
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　カワツルモ，ハマグルマ　291，618　1989

大場達之・菅原久夫　日本の海岸植生の新群落単

　位－１　ヒトモトススキ　神奈川県立博物館研究

　報告（自然科学）　12　7 －13　1980

小田　毅・生野喜和人：蒲江町原島・屋形島・名護

　屋地域の森林植生　蒲江町深島・屋形島・名護屋

　地域自然環境学術調査報告書　大分県・蒲江町

　59－70　1994

川田　計：日出町の注目すべき植物（ｌ）　ハマポ

　ウ　大分県の植物　大分県植物研究会会報　3

　17－19　1993

須崎民雄：九州東部，周防灘沿岸におけるシチメン

　ソウの分布　福岡の植物　福岡県植物誌編纂委員

　会　21－15　1975

鈴木時夫・蜂屋欣二：伊豆半島の森林植生　東京大

　学演習林報告　39　145－169　1951
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